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平成26年度　一般会計及び特別会計を認定
　　歳　入　111億9,112 万円
　　歳　出　106億5,126 万円
　　残　額　 　5億3,986 万円

　　収　入　  44億8,718 万円
　　支　出　  42億5,015 万円
　　残　額　 　2億3,703 万円

平成27年度　第3・4・5回会議報告
　第 3回会議を 7月 9日に開催し、条例 1件、
関連財産の譲渡と無償貸し付けが提案され、
賛成多数で可決した。
【提案理由】
　平成 28 年度より、町立保育所を民営化に
することによるあさぎり町保育所条例を廃止
する条例の制定について及び、関連施設の譲
渡・貸与すること。

　第 4回会議を 7月 28 日に開催し、任命同
意 1件、請願 1件が提案され、同意に賛成し、
請願は反対多数により不採択とした。

【提案理由】
・あさぎり町教育委員の任命について
　任命者：甲　こずえ氏　免田地区
・東庁舎売却等の中止を求める請願について

　第 5回会議を 9月 8 日から 18 日までの 11
日間の日程で開催した。条例制定 3件・一般
会計補正予算及び特別会計の補正予算と、平
成 26 年度一般会計・特別会計の決算認定が
提案された。一般質問は 13 人が登壇し、多
方面の視点から町政を質した。

一般会計

特別会計

　監査委員の意見書
　本町財政は、平成 26 年度決算の財政の健全化判断比率でみた場合、将来負担比率は、
47.5% で前年度比 18.3 ポイント低下し、実質公債費比率は、12.2% で前年度比 1.3 ポイント低
下している。
　町債の状況は、残高 117 億 6,117 万円で前年度比 6.2% 減少した。基金の状況は、財政調整
基金は 40 億 1,412 万円で、前年度比 8.7% 増加している。
　また、財政の主な指標等の推移は、財政力指数 0.223（前年度 0.224）、経常収支比率 84.1%（前
年度 80.0%）、実質収支比率 7.0%（前年度 5.9%）となっている。
　町税などの収納状況については、「債権回収対策会議」の開催、「滞納整理手順」などマニュ
アルの作成等、徴収体制確立及び職員の徴収努力により、徴収率アップとして表れているこ
とは評価できる。
　しかしながら、滞納も現存しており、さらなる徴収努力をお願いする。

※あさぎり町決算審査意見書引用
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目的別歳入・歳出決算の状況

平成 26 年度  一 般 会 計 決 算 状 況

会　 計　 名 収　入　額 支　出　額 残　　　額
国 民 健 康 保 険 税 24億  534万円 22億3,687万円 1億6,847万円
後 期 高 齢 者 医 療 1億8,228万円 1億7,972万円 256万円
介 護 保 険 18億8,461万円 18億4,679万円 3,782万円
介 護 保 険 サ ー ビ ス 4,714万円 4,475万円 239万円
簡 易 水 道 事 業 3億7,159万円 3億4,536万円 2,623万円
水 道 事 業 7,424万円 6,663万円 761万円
下 水 道 事 業 11億  141万円 10億8,641万円 1,500万円
上 財 産 区 7,147万円 6,491万円 656万円
球磨郡障害認定審査事業 1,080万円 950万円 130万円
球磨郡介護認定審査事業 3,445万円 3,135万円 310万円

◆平成26年度…特別会計の決算状況　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位万）

※端数を処理してあります。

財政構造については、専門用語が使われていますが
より身近な用語の貯金や、借金でみると・・・

町民一人当たり　24万8千円
財政調整基金 40 億 1,412 万円で、前年に比べ 3億 2,170 万増えた。
（前年比 8.7% の増加）

町民一人当たり　72万7千円
町債の残高 117 億 6,117 万円で、前年に比べ 7億 6,804 万円
減少した。（前年比 6.2% の減少）

貯 金

借 金

歳出（使ったお金）
総額106億5,126万円

歳入（入ってきたお金）
総額111億9,112万円

議会
1億1,483万円（1％）

2億8,640万円（3％）2億8,640万円（3％）

繰入金
１億2,480万円（1％）

繰越金
4億 9,806 円（4％）

分担金・負担金他
2億4,023万円（2％）

町債
6億8,400万円
（6％）

地方譲与税他
3億3,310万円
（3％）

地方交付税
57億1,486万円
（51％）

国庫支出金国庫支出金
9億7,658万円（9％）9億7,658万円（9％）

町税
11億4,366万円
（10％）

県支出金
11億8,940万円
（11％）

総務費
15億1,557万円
（14％）　

衛生費
7億5,827万円
（7％）

農林水産業費
10億4,925万円
（10％）

商工観光費
1億6,568万円
（2％）

消防費
3億5,919万円
（3％）

公債費
15億7,497万円
（15％）

公債費
15億7,497万円
（15％）

教育費
5億7,249万円
（5％）　

災害復旧費
178万円
（0％）

土木費　
11億8,157万円
（11％）

歳入
111億9,112万円

歳出
106億5,126万円

民生費
33億5,761万円
（32％）

民生費
33億5,761万円
（32％）

財産収入その他議会
1億1,483万円（1％）

2億8,640万円（3％）2億8,640万円（3％）

繰入金
１億2,480万円（1％）

繰越金
4億 9,806 円（4％）

分担金・負担金他
2億4,023万円（2％）

町債
6億8,400万円
（6％）

地方譲与税他
3億3,310万円
（3％）

地方交付税
57億1,486万円
（51％）

国庫支出金国庫支出金
9億7,658万円（9％）9億7,658万円（9％）

町税
11億4,366万円
（10％）

県支出金
11億8,940万円
（11％）

総務費
15億1,557万円
（14％）　

衛生費
7億5,827万円
（7％）

農林水産業費
10億4,925万円
（10％）

商工観光費
1億6,568万円
（2％）

消防費
3億5,919万円
（3％）

公債費
15億7,497万円
（15％）

公債費
15億7,497万円
（15％）

教育費
5億7,249万円
（5％）　

災害復旧費
178万円
（0％）

土木費　
11億8,157万円
（11％）

歳入
111億9,112万円

歳出
106億5,126万円

民生費
33億5,761万円
（32％）

民生費
33億5,761万円
（32％）

財産収入その他
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問
伝
統
芸
能
継
承
補
助
金
の
申
請
手
続
き
等
に

つ
い
て
、団
体
に
よ
っ
て
は
事
務
的
に
慣
れ

て
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
簡
素
化
で
き
な
い
か
。

答
申
請
手
続
き
が
難
し
い
と
い
う
事
で
あ
れ

ば
、負
担
に
な
ら
な
い
様
に
指
導
し
て
い
き

た
い
。問

今
後
の
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
芝
管
理
に
つ

い
て
は
、
ど
の
様
に
し
て
い
く
の
か
。

答
専
門
業
者
に
年
間
２
０
０
万
円
程
度
で
、５
年

間
管
理
を
委
託
し
、そ
の
後
は
庁
務
手
に
よ

り
乗
用
刈
り
取
り
機
で
経
費
40
万
円
程
度
で
管
理
し

て
い
く
。

問
自
主
防
災
組
織
に
対
す
る
資
機
材
購
入
補
助

事
業
の
活
用
が
な
さ
れ
て
い
な
い
が
、そ
の

理
由
は
。

答
今
後
、利
用
し
て
い
た
だ
く
様
、対
応
を
検
討

し
て
い
き
た
い
。

問
防
災
用
の
備
蓄
品
の
賞
味
期
限
で
廃
棄
は
な

い
の
か
。

答
現
在
、賞
味
期
限
に
な
る
備
蓄
品
は
な
い
が
、

計
画
的
に
管
理
し
て
い
る
。

問
通
学
路
の
防
犯
灯
の
整
備
に
つ
い
て
要
望
等

が
あ
が
っ
て
い
る
と
思
う
が
、進
捗
状
況
は

ど
の
様
に
な
っ
て
い
る
か
。

答
順
次
整
備
を
進
め
て
お
り
要
望
箇
所
に
つ
い

て
は
、対
応
が
で
き
て
い
る
。

問
財
政
力
指
数
は
昨
年
に
く
ら
べ
て
あ
ま
り

変
わ
っ
て
い
な
い
が
、経
常
収
支
比
率
が
上

が
っ
て
い
る
が
ど
の
様
に
考
え
て
い
る
か
。

答
扶
助
費
、介
護
給
付
費
に
あ
て
る
一
般
財
源

が
増
え
て
き
て
い
る
。

問
将
来
、
離
れ
た
地
域
が
集
落
と
し
て
の
機
能

を
維
持
で
き
な
い
部
分
が
で
て
く
る
と
思
う

が
、
ど
の
様
に
考
え
る
か
。

答
町
の
将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
た
う
え
で

対
応
を
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
九
州
財
務
局
の
調
査
指
導
が
あ
り
、
財
政
運

営
に
対
し
て
高
い
評
価
を
受
け
た
と
聞
い
て

い
る
が
、
ど
の
様
な
事
か
。

答
地
方
財
政
状
況
、決
算
統
計
、行
政
キ
ャ
ッ

シ
ュ
フ
ロ
ー
計
算
書
の
調
査
に
お
い
て
、県

内
の
類
似
団
体
よ
り
も
良
好
で
あ
り
、非
常
に
良
い

評
価
を
受
け
た
と
こ
ろ
で
す
。

平成26年度収納状況（収入未済額）

総務文教常任委員会所管課分
（総務課・会計課・企画財政課・教育委員会）

平成26年度決算審議内容の抜粋

あさぎり中学校グラウンド

税金や使用料等の滞納額 ･･･2 億 4,223 万円

町　　　　　税…………8,249万円
国民健康保険税……… 1億189万円
保　　育　　料…………1,599万円
公営住宅使用料…………1,315万円
介 護 保 険 料…………… 572万円…

簡 易 水 道 料…………… 354万円
下水道使用料…………1,084万円
下水道分担金…………… 466万円
水道事業使用料…………… 405万円

※監査意見書資料より端数切捨ててあります
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厚生常任委員会所管課分
（税務課・町民課・福祉課・保健環境課）

問
市
町
村
た
ば
こ
税
６
０
０
万

円
増
収
の
根
拠
は
。

答
消
費
税
５
％
〜
８
％
へ
の

増
税
に
よ
る
と
こ
ろ
の
駆

け
込
み
に
よ
る
収
入
増
と
考
え
ら
れ

る
。
喫
煙
本
数
は
年
々
減
少
し
て
い

る
。問

健
康
ポ
イ
ン
ト
60
万
円
の

必
要
性
は
。

答
町
で
開
催
す
る
健
康

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会
、年
残

り
2
回
分
と
、特
定
健
診
と
考
え
て

い
ま
す
。

問
フ
ッ
化
物
洗
口
の
効
果

は
。

答
フ
ッ
化
物
洗
口
は
歯
を
強

く
す
る
と
言
う
事
で
、97
％

の
方
が
実
施
し
て
い
ま
す
。
定
期

的
に
歯
医
者
へ
行
く
の
も
、治
療
で

は
な
く
予
防
的
な
も
の
に
変
わ
り
つ

つ
あ
り
、医
療
費
の
抑
制
に
も
つ
な

が
っ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

問
狂
犬
病
予
防
注
射
を
し
て

い
な
い
頭
数
は
ど
の
く
ら

い
か
。答

１
０
０
頭
の
未
接
種
と

な
っ
て
い
る
が
、獣
医
師
と

4
地
区
を
巡
回
し
再
度
受
診
す
る
よ

う
に
お
願
い
し
て
い
る
。

問
生
活
保
護
関
係
で
、町
と
し

て
生
活
困
窮
者
は
調
査
し

て
支
給
し
て
お
ら
れ
る
の
か
。

答
毎
月
1
日
、県
・
町
・
受
給
者

と
面
談
し
、支
払
い
を
し
て

い
る
。問

収
集
運
搬
許
可
業
者
及
び

飲
食
・
ス
ー
パ
ー
店
の
協
力

業
者
は
。

答
17
事
業
所
の
事
業
系
ご
み

を
回
収
し
て
い
る
。

問
公
営
住
宅
使
用
料
の
滞
納
状

況
と
最
高
額
は
。

答
過
年
度
分
が
１
，１
４
７
万

５
，２
７
０
円
で
１
６
１
名
。

現
年
度
分
は
１
６
８
万
８
６
２
円
で

28
名
。
10
万
以
上
が
28
名
。
最
高
額

は
１
１
０
万
円
で
す
。

問
産
業
活
性
化
基
金
の
積
極
的

活
用
を
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

答
現
在
商
工
会
の
割
賦
販
売
事

業
の
５
，０
０
０
万
円
、農
業

支
援
セ
ン
タ
ー
に
対
し
て
取
り
崩

し
、今
後
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

問
道
路
維
持
に
つ
い
て
適
宜
の

作
業
が
で
き
て
い
な
い
の
で
は
。

答
作
業
員
８
名
、シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
・
地
元
業
者
に

委
託
し
て
い
る
が
、通
学
道
・
主
要
道

路
を
主
に
見
苦
し
く
な
い
よ
う
除
草

作
業
を
行
っ
て
い
る
。

問
夏
場
の
除
草
は
、草
払
い
と

除
草
剤
の
使
用
を
セ
ッ
ト
で

や
る
べ
き
で
は
。

答
平
成
28
年
度
当
初
予
算
に
検

討
す
る
。

問
中
山
間
・
多
面
的
事
業
と
う

ま
く
連
携
を
と
る
べ
き
で

は
。答

農
林
振
興
課
と
協
議
し
な
が

ら
管
理
区
分
し
て
取
り
組
み

た
い
。
又
、機
械
の
導
入
も
考
え
て

い
き
た
い
。

問
環
境
整
備
資
材
等
支
給
事
業

は
当
初
予
算
が
５
１
０
万

円
か
ら
膨
ら
み
、
最
終
的
に
１
，

２
３
９
万
円
。
こ
の
事
業
は
大
い
に

進
め
る
べ
き
で
は
。

答
住
民
協
働
事
業
は
平
成
24
年

か
ら
で
年
々
実
績
が
上
が
っ

て
い
る
。
窓
口
を
一
括
し
て
受
け
付

け
各
課
調
整
し
な
が
ら
進
め
て
い

く
。問

婚
活
支
援
で
結
婚
の
可
能
性

は
。

答
現
在
、進
行
中
も
あ
る
が
、６

組
は
成
立
し
て
い
る
。
今

後
、個
別
の
相
談
、個
別
の
対
応
も
し

て
い
き
た
い
。

建設経済常任委員会所管課分
（農林振興課・商工観光課・建設課・上下水道課）

あさぎり中１年のフッ化物洗口の様子

除草作業

5



平成27年度 一般会計補正予算（第２号）

総額　２億8,071万円

◆ おまけ付き商品券を商工会より
　 発券するプレミアム付商品券
　 発行額 …………… 5,000 万円
　　商品券発行補助金………1,000万円

◆ 庁舎の電子システム改良費
　 　　　　　…………… 925 万円
　　総合窓口化等に伴うシステム改修
　　委託費など

◆ 財政調整期金への積立
　 　…… 1 億 5,356 万円
　　…財政の安定化に資するため、
法に基づき積み立てるもの

◆ くま川鉄道赤字補てん総額
　 　　　　　……………4,355 万円
　　あさぎり町負担金として………930万円

主な内容

5 億

4 億

3億

2億

1億

26年度25年度24年度23年度22年度（平成）

（円）

財 政 調 整 基 金
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議員名議案名 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 徳永 豊永 山口 永井 皆越 小見田 奥田 田原 溝口 久保田

あさぎり町保育所条例を廃止する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上第一保育所財産の無償譲渡について ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上第一保育所財産の無償貸付について ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上第二保育所財産の無償譲渡について ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

上第二保育所財産の無償貸付について ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡原保育所財産の無償譲渡について ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

岡原保育所財産の無償貸付について ○ ○ ○ ○ ○ ─ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

須恵保育所財産の無償譲渡について ○ ○ ○ ○ × ─ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

須恵保育所財産の無償貸付について ○ ○ ○ ○ × ─ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × ○

　議案第13号
　あさぎり町保育所条例を廃止する条例について。
　平成 28年度より、町立保育所を民営化にすることによる、あさぎ
り町保育所条例を廃止する条例を制定しました。

　議案第24号
　あさぎり町税条例の一部を改正する条例の制定について。
　あさぎり町税条例（軽自動車税の賦課期日及び納期）の一部を次のように改正されます。
　第83条第2項目中「4月11日から同月30日」を「5月1日から同月31日」に改めます。
　附則
　この条例は、平成28年4月1日から施行します。

　議案第23号
　あさぎり町手数料条例の一部改正について。
　あさぎり町手数料条例の一部を改正する条
例を次のように改正する。

　通知カードの再交付　　　1枚　500円
　個人番号カードの再交付　1枚　800円

　議案第23号
　あさぎり町個人情報保護条例の一部改正について。
　行政手続きにおける特定の個人を識別する
ための番号の利用等に関する法律が平成25年
5月 31日制定公布され、平成 27年 10月 5
日に全ての国民に「個人番号」が付番されます。

　議案第22号
　あさぎり町空家等の適正管理に関する条例に
ついて。
　適切な管理が行われていない空家等が防災・
衛生・景観等の地域住民の生活環境に深刻な
影響をおよぼしており、地域住民の生命・身体・
財産の保護、生活環境の保全、空家等の活用
のため対応が必要という事で制定されました。

■第５回会議　議案表決一覧表（抜粋）
議員名議案名 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 徳永 豊永 山口 永井 皆越 小見田 奥田 田原 溝口 久保田

あさぎり町空家等の適正管理に
関する条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

第 5 回定例会

第３回定例会

条例の制定 及び 改正・表決一覧 抜 粋

■第３回会議　議案表決一覧表（抜粋）

− 欠席
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問    遊休資産の運用方針の策定は

問   

球
磨
人
吉
広
域
事
業
と
し
て
の

　
　
　
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
事
業
は

小
見
田　

総
合
計
画
に
は
企
業
誘
致

に
向
け
、
大
規
模
な
用
地
の
確
保
と

環
境
整
備
の
必
要
性
が
謳
っ
て
あ
る
。

現
在
も
計
画
通
り
進
ま
れ
る
つ
も
り

か
。

町
長　

企
業
の
動
き
の
変
化
に
応
じ

た
一
部
見
直
し
も
生
じ
る
。
空
い
た

旧
庁
舎
、
中
学
校
等
を
活
用
し
雇
用

の
創
出
を
図
り
た
い
。
用
地
を
造
成

し
て
の
企
業
誘
致
は
今
の
と
こ
ろ
難

し
い
と
思
う
。

小
見
田　

優
遇
策
は
ど
う
考
え
て
お

ら
れ
る
か
。

商
工
観
光
課
長　

固
定
資
産
税
の
減

免
と
、
使
用
す
る
施
設
の
補
修
、
修

繕
に
は
対
応
し
て
い
る
。

小
見
田　

老
朽
資
産
を
貸
し
付
け
、

修
繕
費
へ
の
町
か
ら
の
支
援
増
加
の

懸
念
も
あ
る
。
将
来
の
財
政
健
全
化

に
向
け
、
資
産
運
用
方
針
の
策
定
を

す
べ
き
と
思
う
が
。

企
画
財
政
課
長　

公
共
施
設
等
の
総

合
管
理
計
画
を
来
年
以
降
作
成
し
て

い
く

小
見
田　

多
面
的
機
能
支
払
交
付
金

事
業
に
お
け
る
予
算
不
足
へ
の
対
応

は
。

農
林
振
興
課
長　

県
に
お
い
て
も
9

月
に
最
終
調
整
を
行
っ
て
、
追
加
交

付
の
可
能
性
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

無
い
時
は
団
体
営
の
農
業
農
村
整
備

事
業
で
の
対
応
と
な
ろ
う
と
思
っ
て

い
る
。（
そ
の
後
追
加
交
付
で
約
60
％

予
算
復
活
）

小見田　和行 議員

久
保　

町
長
が
考
え
る
地
方
創
生
事
業

は
。

町
長　

お
か
ど
め
幸
福
駅
や
谷
水
薬
師

を
中
心
に
観
光
客
の
誘
致
を
「
幸
福
」、

薬
草
や
有
機
肥
料
を
使
っ
た
農
産
物
を

扱
う
取
り
組
み
を「
健
康
」と
い
う
テ
ー

マ
で
進
め
た
い
。

久
保　

町
民
の
皆
さ
ん
を
交
え
て
議
論

を
さ
れ
た
上
で
進
め
て
も
ら
い
た
い
。

町
側
の
一
人
よ
が
り
な
事
業
に
な
ら
ぬ

よ
う
お
願
い
す
る
。

　

地
方
創
生
を
、
球
磨
人
吉
全
体
の
取

り
組
み
と
捉
え
る
な
ら
ば
、
地
域
内
に

は
使
わ
れ
な
い
木
や
竹
の
資
源
も
残
さ

れ
て
い
る
。　

　

今
後
も
少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が

続
き
、
空
き
家
の
撤
去
費
用
や
建
築
廃

材
の
処
分
費
用
な
ど
が
深
刻
な
問
題
に

な
っ
て
く
る
中
で
、
こ
れ
ら
木
竹
資
源

や
建
設
廃
材
を
用
い
て
発
電
効
率
の
高

い
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
ガ
ス
化
発
電
事
業

を
進
め
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
し
て
利
活

用
す
る
こ
と
で
収
益
に
つ
な
げ
る
こ
と

が
で
き
な
い
か
。

町
長　

人
吉
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
で
は
、

焼
却
処
分
す
る
だ
け
で
排
熱
利
用
が
全

く
出
来
て
い
な
い
。
こ
の
取
り
組
み
は

広
域
的
に
連
携
し
て
検
討
す
べ
き
だ
。

ガ
ス
化
の
技
術
的
な
内
容
と
可
能
性
に

つ
い
て
は
調
査
研
究
し
た
い
。

久保　尚人  議員

木質バイオマスガス化発電のイメージ図

「・・・・や・・・・どもの夢のあと」

一
般
質
問

※ 一般質問の文章については、質問者の    責任においてそのまま掲載とします。

人が登壇人
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徳
永　

去
る
6
月
29
日
球
磨
郡

市
に
点
在
す
る
文
化
財
、
有
形
、

無
形
で
41
件
、
こ
れ
ら
を
持
っ

て
文
化
伝
統
を
物
語
る
ス
ト
ー

リ
ー
を
認
定
す
る
と
い
う
事
で

日
本
遺
産
第
1
号
に
認
定
さ
れ

た
。
今
後
ど
の
よ
う
な
取
り
組

み
で
町
の
活
性
化
に
結
び
つ
け

て
い
く
の
か
伺
い
た
い
。

町
長　

地
元
の
先
祖
か
ら
頂
い
た
遺
産

に
光
を
当
て
て
、ど
う
生
か
し
て
活
性
化

に
結
び
つ
け
て
い
く
か
と
い
う
事
は
各

町
村
の
大
き
な
共
通
課
題
で
あ
る
。

教
育
長　

町
長
部
局
と
連
携
し
な
が
ら

町
独
自
の
取
り
組
み
を
計
画
し
て
い
る
。

主
に
ソ
フ
ト
事
業
で
の
取
り
組
み
に
な

る
が
、
観
光
案
内
板
と
か
ガ
イ
ド
マ
ッ

プ
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
を
町
独
自
で
整
備

す
る
必
要
が
あ
る
。
横
の
課
と
連
携
を

取
り
な
が
ら
ハ
ー
ド
事
業
も
積
極
的
な

取
り
組
み
が
必
要
と
考
え
る
。

徳
永　

文
化
財
を
保
存
し
て
い
く
上
に

お
い
て
、町
に
学
芸
員
を
置
く
必
要
が
あ

る
と
思
う
が
。

教
育
長　

正
職
員
の
学
芸
員
を
検
討
し

て
い
る
。来
年
度
中
に
試
験
を
行
い
29
年

度
か
ら
採
用
す
る
と
い
う
段
階
で
進
ん

で
い
る
。

徳
永　

文
化
財
を
後
世
に
し
っ
か
り
伝

え
て
行
く
に
は
、
子
ど
も
達
に
学
校
教

育
の
中
で
現
場
を
、
文
化
財
を
見
学
さ

せ
て
理
解
を
深
め
る
知
識
を
高
め
さ
せ

る
必
要
が
あ
る
。そ
う
い
っ
た
取
り
組
み

も
お
願
い
し
た
い
。

一
般
質
問

山
口　

旧
免
田
町
の
時
代
に
商
工
会
や

商
業
協
同
組
合
か
ら
の
提
言
を
受
け
、

さ
ら
に
は
合
併
し
あ
さ
ぎ
り
町
に
な
っ

て
か
ら
も
、
様
々
な
形
で
駅
周
辺
の
再

開
発
の
声
は
あ
が
る
も
の
の
遅
々
と
し

て
、
将
来
を
見
据
え
て
の
具
体
的
な
開

発
計
画
が
見
え
て
こ
な
い
。
こ
の
ま
ま

で
は
単
な
る
交
差
点
改
良
だ
け
で
終

わ
っ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と
危
惧

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
こ
で
町

の
中
心
地
で
あ
り
、
賑
わ
い
を
創
出
す

る
た
め
に
あ
さ
ぎ
り
駅
周
辺
開
発
を
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
と
、
そ
の
為

に
Ｊ
Ａ
・
商
工
会
・
町
の
ト
ッ
プ
が
連

携
を
深
め
、
推
進
役
の
事
務
方
の
協
議

会
を
設
置
す
る
事
は
出
来
な
い
か
。

町
長　

あ
さ
ぎ
り
駅
周
辺
を
ど
う
や
っ

て
元
気
な
場
所
に
し
て
い
く
か
と
い
う

取
り
組
み
は
、
こ
れ
は
あ
さ
ぎ
り
町
の

み
な
ら
ず
、
球
磨
郡
全
体
の
課
題
に
値

す
る
話
で
あ
り
、
是
非
と
も
、
Ｊ
Ａ
組

合
長
・
商
工
会
長
と
連
携
し
、
具
体
的

に
色
ん
な
姿
を
描
く
の
は
事
務
方
で

あ
り
、
速
や
か
に
協
議
会
を
設
置
し
た

い
。モ

デ
ル
ハ
ウ
ス
を
建
築
し
て
は

山
口　

産
業
活
性
化
基
金
を
使
っ
て
、

地
元
産
材
・
地
元
企
業
に
よ
る
モ
デ
ル

ハ
ウ
ス
を
建
築
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

林
業
の
活
性
化
と
と
も
に
、
住

宅
産
業
に
関
わ
る
人
々
の
技
術
の
伝
承

と
地
元
企
業
育
成
の
為
に
や
る
べ
き
時

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

徳永　正道  議員

問  

日
本
遺
産
認
定
を
生
か
し
た

　
　 

　
　 

文
化
財
へ
の
取
り
組
み
は

日本遺産認定証

問  あさぎり駅周辺再開発は

山口　和幸 議員

あさぎり駅前周辺

※ 一般質問の文章については、質問者の    責任においてそのまま掲載とします。

一 般 質 問
議員が町の執行部に対してさまざまな角度から
町政について質問する。
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豊
永　

あ
さ
ぎ
り
町
の
顔
で
あ
り
、
交
通
の

要
衡
で
も
あ
る
国
道
あ
さ
ぎ
り
駅
前
交
差
点

改
良
工
事
が
遅
々
と
し
て
進
ん
で
い
な
い
よ

う
見
受
け
ら
れ
る
。
町
民
の
方
の
不
安
の
声

も
増
し
て
い
る
。
快
適
で
利
便
性
の
高
い
道

路
整
備
、
交
通
弱
者
に
対
す
る
安
全
対
策
と

進
捗
状
況
を
伺
う
。

町
長　

県
球
磨
事
務
所
に
出
向
い
て
状
況
確

認
し
た
。
そ
の
前
か
ら
暫
定
使
用
さ
せ
て
ほ

し
い
と
要
望
し
て
い
た
が
、
今
の
予
定
と
し

て
は
、来
年
3
月
ま
で
に
は
信
号
機
の
移
設
、

ガ
ー
ド
レ
ー
ル
の
一
部
を
取
り
暫
定
使
用
で

き
る
よ
う
に
検
討
し
た
と
い
う
事
で
あ
っ

た
。東

庁
舎
売
却
に
つ
い
て

豊
永　

町
民
の
方
に
も
賛
否
両
論
が
あ
る
中

で
、
反
対
さ
れ
る
意
見
と
し
て
、
丁
寧
な
説

明
不
足
と
手
段
方
法
が
問
題
と
思
わ
れ
る
が

町
民
の
理
解
を
得
る
た
め
に
も
、
説
明
責
任

を
果
た
す
た
め
に
、
住
民
説
明
会
を
開
催
で

き
な
い
か
。

町
長　

一
定
の
見
極
め
を
し
っ
か
り
と
し
た

上
で
、
そ
の
上
で
必
要
で
あ
れ
ば
慎
重
に
判

断
し
た
い
。

問 マイナンバー（個人番号）カードは実印と一緒・
　 取り扱いの周知は

問  

国
道
あ
さ
ぎ
り
駅
前
交
差
点
改
良
工
事
の

　 

進
捗
状
況
は

一
般
質
問

加
賀
山　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
導
入

に
む
け
て
高
齢
者
や
障
が
い
の
あ
る

方
、不
安
を
感
じ
て
い
る
町
民
の
方

へ
の
、よ
り
わ
か
り
易
い
町
の
対
応

は
。

町
民
課
長　

広
報
紙
や
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
掲
載
、会
議
で
の
周
知
に
併

せ
、リ
ー
フ
レ
ッ
ト
等
の
配
布
や
敬

老
会
で
も
取
り
扱
い
に
つ
い
て
お
知

ら
せ
を
す
る
。

子
ど
も
達
の
安
心
安
全
を
守
る

防
犯
対
策
は

加
賀
山　

今
回
、中
学
校
、高
校
、警

察
署
に
町
へ
の
意
見
要
望
等
を
伺
っ

た
。
①
街
灯
の
設
置　

②
防
犯
カ
メ

ラ
の
設
置　

③
小
6
・
中
1
女
子
へ

の
防
犯
ブ
ザ
ー
の
配
布　

④
ゆ
っ

ぴ
ー
安
心
メ
ー
ル
の
登
録　

⑤
子
ど

も
１
１
０
番
の
の
ぼ
り
を
も
っ
と
沢

山
の
場
所
に
設
置
。
①
〜
⑤
に
対
し

て
の
町
の
対
応
は
。

町
長　

予
防
が
最
大
の
効
果
に
な

る
。
ま
ず
は
、の
ぼ
り
か
ら
、出
来
る

事
か
ら
す
ぐ
に
対
応
す
る
。

「
文
化
の
町
づ
く
り
条
例
」の

制
定
の
計
画
は

加
賀
山　

球
磨
・
人
吉
の
地
域
全
体

で
学
芸
員
を
雇
い
関
連
文
化
財
に
つ

い
て
総
合
的
に
取
り
組
ん
で
い
く
考

え
は
。

町
長　
「
文
化
財
保
護
条
例
」を
制
定

し
て
い
る
。
今
後
は
、一
体
的
な
動

き
は
必
要
。
広
域
の
行
政
の
中
で
、

ひ
と
つ
の
議
題
に
挙
げ
て
い
き
た

い
。

豊永　喜一 議員

来年4月から暫定供用開始される国道あさぎり駅前交差点

加賀山 瑞津子 議員

マイナンバー導入に向けて敬老会で説明
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問  
町
の
防
犯
対
策
は

一
般
質
問

永井　英治 議員

永
井　

町
内
の
防
犯
灯
の
現
状
は
。

総
務
課
長　

地
区
や
商
工
会
の
防
犯
灯
を
除

く
、
町
独
自
の
防
犯
灯
台
帳
に
載
っ
て
い
る

も
の
で
約
２
１
０
０
基
。
通
学
路
を
中
心
に

設
置
し
て
い
る
が
、
ま
だ
足
り
な
い
と
い
う

指
摘
や
要
望
が
あ
る
の
で
、
予
算
の
範
囲
内

で
随
時
更
新
し
て
い
る
。

永
井　

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

26
年
度
に
検
討
を
し
た
い
と
の
説
明
が
あ

り
、
今
年
度
の
町
長
の

所
信
表
明
で
も
「
ぜ
ひ

実
現
し
た
い
」
と
の
事

だ
っ
た
が
、
そ
の
現
状

は
。

総
務
課
長　

現
在
、
防

犯
カ
メ
ラ
の
機
能
の
検

証
は
な
か
な
か
進
ん
で

は
い
な
い
が
、
一
般
社

団
法
人
全
国
安
全
環
境

ネ
ッ
ト
協
会
の
事
業
で
、
飲
料
水
の
自
動
販

売
機
と
カ
メ
ラ
の
設
置
を
連
携
す
る
と
、
設

置
費
用
が
無
償
に
な
り
町
の
予
算
も
執
行
し

な
い
で
済
む
事
業
の
検
討
を
含
め
、
価
格
の

問
題
や
、
設
置
す
る
基
数
ま
た
は
設
置
場
所

等
を
検
討
中
で
あ
る
。
ぜ
ひ
来
年
度
の
当
初

予
算
に
は
提
案
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
き
た

い
。

通学路に立つ防犯灯

橋
本　

人
口
減
少
・
過

疎
化
の
進
行
に
伴
い
、

商
店
の
撤
退
・
廃
業
、

高
齢
に
よ
り
行
動
範
囲

が
狭
ま
っ
た
こ
と
に
よ

り
、
自
動
車
を
持
っ
て

い
な
い
65
歳
以
上
の
買

い
物
弱
者
が
２
０
２
５

年
に
は
、
全
国
で

５
９
８
万
人
と
も
言
わ

れ
社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
あ
さ
ぎ

り
町
も
早
急
に
具
体
的
対
策
を
講
じ
る

必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど
の
様
に
考

え
る
か
。

福
祉
課
長　

厚
労
省
・
経
済
産
業
省
の

補
助
金
を
活
用
し
て
、
買
い
物
の
支
援

を
展
開
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
る
が
、

民
間
で
宅
配
と
か
の
事
業
を
や
っ
て
い

る
所
も
あ
り
、
色
ん
な
意
見
を
聞
き
な

が
ら
買
い
物
弱
者
支
援
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
る
と
思
う
。

小
学
校
今
後
の
部
活
の
対
応
は

橋
本　

小
学
校
の
運
動
部
活
動
を
、
社

会
体
育
へ
移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い

る
が
、
そ
の
対
応
は
ど
の
様
に
考
え
て

い
る
か
。

教
育
長　

課
題
等
の
ほ
り
お
こ
し
を

行
っ
て
情
報
収
集
に
あ
た
り
、
そ
の
事

を
協
議
す
る
実
行
委
員
会
を
来
年
度
当

初
に
立
ち
上
げ
る
。

東
庁
舎
売
却
の
説
明
責
任
は

橋
本　

売
却
の
性
質
及
び
目
的
が
、
競

争
入
札
に
適
し
な
い
根
拠
は
。

総
務
課
長　

判
断
す
る
為
に
は
、
具
体

的
な
事
例
の
実
務
提
要
、
国
の
内
部
規

定
を
参
考
に
し
て
、
総
合
的
に
判
断
す

る
。

問  買い物弱者支援は

橋本　誠 議員
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小
出　

以
前
と
比
べ
今
の
農
業
形
態
が
変
わ

り
、Ｗ
Ｃ
Ｓ
事
業
が
主
流
と
な
っ
て
い
る
が
、

こ
の
先
不
安
も
あ
る
。
町
の
施
設
園
芸
に
お

い
て
、ハ
ウ
ス
保
有
者
１
５
７
件
。
面
積
約
34 

ha
。
そ
の
内
、強
化
ハ
ウ
ス
は
、面
積
の
約
2

割
。
ハ
ウ
ス
農
家
で
、60
代
70
代
の
方
が
全
体

の
約
半
分
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
ま
ま
で
は

こ
の
先
施
設
園
芸
農
家
は
、か
な
り
減
る
の
で

は
な
い
か
と
心
配
す
る
が
。

町
長　

今
後
、天
候
に
左
右
さ
れ
な
い
施
設

園
芸
の
強
化
に
よ
り
継
続
的
な
所
得
向
上
に

つ
な
げ
た
い
。
又
、営
農
形
態
別
に
、10
年
後

を
見
極
め
て
い
く
事
は
大
事
だ
。

農
林
振
興
課
長　

Ｊ
Ａ
と
連
携
を
取
り
な
が

ら
、計
画
し
て
い
き
た
い
。

畜
産
振
興
は

小
出　

今
、子
牛
が
高
騰
し
て
お
り
、嬉
し
い

反
面
、肥
育
農
家
は
厳
し
い
状
況
に
な
る
の
で

は
と
不
安
も
あ
り
、増
頭
も
む
ず
か
し
い
状

況
に
あ
る
。
耕
作
放
棄
地
を
利
用
し
た
放
牧

等
、優
良
牛（
球
磨
ブ
ラ
ン
ド
牛
）の
増
頭
へ
向

け
た
推
進
も
必
要
で
は
。

町
長　

畜
協
と
Ｊ
Ａ
、町
村
連
携
で
レ
ベ
ル

を
上
げ
る
よ
う
働
き
か
け
て
い
き
た
い
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　

岡
留
幸
福
駅
か
ら
谷
水
薬
師
周
辺
観
光
に

つ
い
て
。

問  
5
年
後
・
10
年
後
の

　
　
　
　
　
あ
さ
ぎ
り
町
の
農
業
は

小出　高明 議員

一
般
質
問

問  岡原地区簡易水道事業は
奥
田　

岡
原
地
区
に
お
い
て
は
、
他
の

地
区
に
比
べ
る
と
か
な
り
の
箇
所
で
漏

水
が
発
生
し
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。

漏
水
の
発
生
原
因
と
発
生
箇
所
、
そ
の

対
策
、
配
水
量
と
給
水
量
、
有
収
率
に

つ
い
て
問
う
。

町
長　

岡
原
地
区
に
限
ら
ず
水
道
は
ラ

イ
フ
ラ
イ
ン
の
大
き
な
も
の
で
あ
る
の

で
日
頃
使
わ
れ
る
の
に
、
支
障
の
な
い

よ
う
に
努
め
て
い
る
。

上
下
水
道
課
長　

漏
水
の
発
生
原
因
に

つ
い
て
は
、
接
続
、
継
ぎ
手
あ
た
り
の

老
化
に
よ
り
破
損
、
抜
け
落
ち
等
が
考

え
ら
れ
る
と
思
う
。
ま
た
近
年
の
漏
水

修
理
の
中
で
、
岡
原
多
良
木
線
や
県
道

改
良
に
伴
い
、
水
道
管
の
布
設
を
行
っ

て
い
る
が
、
そ
の
際
に
Ｖ
Ｐ
管
を
使
用

し
て
い
た
も
の
か
ら
Ｈ
Ｉ
管
に
接
続
管

を
変
え
た
経
緯
が
あ
る
。
そ
の
管
を
変

え
た
頃
に
使
わ
れ
た
接
続
管
、
接
続
用

の
接
着
剤
の
不
良
等
で
漏
水
が
発
生
し

て
い
る
。
ラ
イ
ス
セ
ン
タ
ー
付
近
が

多
く
発
生
し
て
い
る
の
で
、
漏
水
発

生
の
た
め
に
、
継
ぎ
手
の
部
分
の
改

修
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
26
年
度
に

岡
原
地
区
で
25
ヵ
所
の
漏
水
が
確
認

さ
れ
て
い
る
。
平
成
26
年
度
の
配
水

量
は
35
万
２
千
１
０
４
㎥
、
給
水
量

22
万
9
千
３
７
３
㎥
、
有
収
率
で
65
・

14
％
で
し
た
。
平
成
27
年
8
月
ま
で
の

有
収
率
に
つ
い
て
は
80
・
23
％
と
安
定

し
た
供
給
に
戻
っ
て
い
る
。

岡原第１配水池

台風に強い単棟強化ハウス

奥田　公人 議員
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皆
越　

人
吉
球
磨
日
本
遺
産

活
用
協
議
会
が
設
立
さ
れ
て

か
ら
、
あ
さ
ぎ
り
町
独
自
の

情
報
発
信
は
な
い
の
か
。

教
育
課
長　

国
庫
補
助
事
業

を
活
用
し
て
啓
発
活
動
等
を

進
め
て
い
く
。

皆
越　

観
光
案
内
人
の
養
成

と
活
動
内
容
は
。

教
育
長　

ふ
る
さ
と
案
内
人

と
称
し
、
平
成
24
年
4
月
1

日
に
発
足
。
現
在
29
名
が
登

録
し
活
動
し
て
い
る
。

皆
越　

日
本
遺
産
に
認
定
を

受
け
た
事
に
よ
り
、
案
内
人
の
方
に

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ポ
イ
ン
ト
制
度
も
必

要
で
は
な
い
か
と
思
う
が
。

教
育
課
長　

無
償
で
は
な
く
、
有
償

で
対
応
で
き
る
よ
う
な
形
に
す
べ
き

だ
ろ
う
と
教
育
課
の
方
で
は
考
え
て

い
る
。

皆
越　

後
世
へ
の
継
承
も
大
事
だ
と

思
う
、
小
学
校
の
実
態
は
。

教
育
長　

5
小
学
校
と
も
3
年
生
で

地
区
の
文
化
財
に
つ
い
て
学
び
、
中

学
校
で
は
2
年
生
で
、
出
身
地
以
外

の
校
区
の
文
化
財
を
自
転
車
で
行

き
、
体
験
し
学
ん
で
い
る
。
そ
の
さ

い
地
区
の
方
が
そ
れ
ぞ
れ
2
名
、
計

10
名
で
ふ
る
里
案
内
人
と
し
て
現
地

で
説
明
し
て
頂
い
て
い
る
。

◎
そ
の
他
の
質
問

　

災
害
時
の
自
主
避
難
場
所
に
つ
い
て

問  文化財を活かした町づくりは

皆越　てる子 議員

集落支援員の設置が望まれる皆越区

日本遺産に認定された3件のうちの一つ山上八幡神社

一
般
質
問

溝
口　

町
有
財
産
を
売
却
す
る
時
、
条
例
で

は
、
「
必
要
が
あ
る
場
合
は
、
公
共
用
地
取

得
等
審
議
会
で
用
地
取
得
及
び
財
産
処
分
の

意
見
を
聞
く
」
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
様
な

大
事
な
事
案
に
対
し
て
な
ぜ
審
議
会
を
開
催

し
な
い
の
か
。

副
町
長　

御
指
摘
の
件
に
つ
い
て
は
、
慎
重

に
検
討
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

溝
口　

町
長
が
勝
手
に
町
民
の
財
産
を
売
却

し
な
い
為
に
審
議
会
の
役
割
が
あ
る
。

　

東
庁
舎
は
売
却
・
土
地
は
貸
付
。
企
業
は

存
続
が
永
久
で
あ
る
保
証
は
な
い
。
最
悪
の

事
を
考
え
、
町
民
に
損
失
を
与
え
な
い
内
容

の
契
約
に
す
べ
き
で
あ
る
。

町
長　

最
悪
の
場
合
、
土
地
は
町
に
戻
っ
て

く
る
こ
と
が
大
事
で
工
場
等
に
つ
い
て
町
が

買
い
取
る
様
な
こ
と
は
で
き
な
い
。
将
来
、

町
の
負
担
に
な
ら
な
い
様
、
相
手
方
と
協
議

し
て
い
く
。

集
落
支
援
員
・
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の

設
置
を

溝
口　

高
齢
化
率
50
％
皆
越
地
区
の
地
域
に

集
落
支
援
員
を
お
き
、
ま
た
地
域
お
こ
し
協

力
隊
を
農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て
、

集
落
が
元
気
の
で
る
事
業
に
取
り
組
む
こ
と

は
で
き
な
い
か
。

町
長　

来
年
度
の
設
置
に
向
け
進
め
て
い
く
。

問  

東
庁
舎
売
却
は
条
例
に
定
め
ら
れ
て
い
る

　  

手
続
き
を
な
ぜ
と
ら
な
い
の
か

溝口　峰男 議員

※ 

集
落
支
援
員
及
び
地
域
お
こ
し
協
力
隊

の
人
件
費
等
は
上
限
が
あ
り
ま
す
が
、

総
務
省
か
ら
特
別
交
付
税
で
み
て
く
れ

る
。
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森
岡　

ス
ポ
ー
ツ
は
人
類
が
生
み
出
し
た
社

会
共
通
の
文
化
で
あ
り
、
特
に
心
身
成
長

の
成
長
過
程
に
あ
る
青
少
年
期
は
、
体
力

の
向
上
と
、
公
正
と
規
律
を
学
び
克
己
心
を

養
い
、
実
践
的
な
思
考
・
判
断
力
を
育
み
人

格
形
成
に
必
要
不
可
欠
で
す
。
こ
れ
ら
基
礎

と
な
る
の
が
青
少
年
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
で
あ

る
。
健
全
な
若
者
や
子
供
は
地
域
の
財
産
で

あ
る
。
町
と
し
て
の
取
り
組
み
は
。

町
長　

小
・
中
学
校
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
在

り
方
は
非
常
に
大
事
な
取
り
組
み
で
す
。
教

育
委
員
会
と
連
携
し
て
体
制
作
り
に
努
め
て

い
く
。

森
岡　

平
成
30
年
度
ま
で
に
社
会
体
育
へ

移
行
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
学
校
・
家

庭
・
地
域
連
携
し
た
地
域
全
体
の
教
育
力
の

向
上
と
社
会
体
育
を
結
び
つ
け
る
の
か
。

教
育
長
　
教
育
制
度
発
足
古
来
か
ら
の
知
徳

体
の
バ
ラ
ン
ス
を
取
り
な
が
ら
地
域
の
力
を

借
り
な
が
ら
課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で
い

く
。

問  
小
学
校
運
動
部
活
動
の
社
会
体
育
へ
移
行

　  
す
る
こ
と
へ
の
町
の
取
り
組
み
は
十
分
か

森岡　勉 議員

一
般
質
問

「東庁舎売却等の中止を求める請願」の
審議において激論

小学校バレーボール部活動

賛
成
の
主
な
も
の

◆
地
域
住
民
に
手
続
き
等
、
説
明
不

足
し
て
い
る
。
売
却
等
に
関
し
て
は

競
争
入
札
が
基
本
で
あ
る
。
隣
接
の

グ
ラ
ン
ド
は
平
成
29
年
度
県
民
体
育

祭
の
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
会
場
予
定
で
あ

り
、
今
日
町
内
外
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会

に
活
用
さ
れ
て
い
る
重
要
な
施
設
で

あ
る
。

◆
企
業
誘
致
に
反
対
す
る
も
の
で
は

ま
っ
た
く
あ
り
ま
せ
ん
。
あ
の
場
所

が
問
題
と
い
う
こ
と
で
あ
り
ま
す
。

ナ
ビ
ッ
ク
社
が
深
田
中
学
校
に
行
っ

て
い
た
だ
く
可
能
性
が
残
っ
て
い
る

と
思
う
。
請
願
に
つ
い
て
は
、
町
民

の
声
の
大
き
さ
は
議
会
と
し
て
無
視

で
き
な
い
と
思
う
。

◆
東
庁
舎
跡
地
は
公
共
の
財
産
と
し

て
残
し
、
今
後
町
を
ど
の
よ
う
な
形

で
盛
り
上
げ
て
い
く
か
を
考
え
る
こ

と
が
必
要
だ
。

◆
誘
致
企
業
を
迎
え
る
協
定
、
協
定

の
あ
り
方
等
も
非
常
に
逆
だ
。
町
民

の
意
向
、
意
志
を
踏
ま
え
て
進
め
て

ほ
し
い
と
思
う
。
東
庁
舎
は
遊
休
資

産
と
は
我
々
は
認
識
し
て
お
り
ま
せ

ん
し
、
あ
さ
ぎ
り
町
に
お
い
て
一
番

中
央
に
あ
る
公
共
的
な
エ
リ
ア
で
す

の
で
民
間
の
営
利
団
体
に
売
り
渡
す

こ
と
は
断
じ
て
な
ら
な
い
と
思
う
。

反
対
の
主
な
も
の

　
◆
合
併
特
例
法
の
優
遇
措
置
も
残
す

と
こ
ろ
3
年
で
終
了
し
、
財
源
も
税

収
の
伸
び
悩
み
等
で
厳
し
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
少
子
高
齢
化

に
対
す
る
福
祉
の
充
実
を
図
る
た
め

に
は
相
応
の
財
源
が
必
要
と
な
り
ま

す
。
町
民
の
共
有
の
財
産
で
あ
る
遊

休
施
設
の
有
効
活
用
を
財
源
確
保
の

糧
と
す
る
こ
と
が
町
益
に
つ
な
が

る
。

◆
合
併
し
て
12
年
、
町
全
体
の
中

で
、
遊
休
施
設
を
維
持
管
理
を
考
え

た
時
に
、
売
却
す
る
と
10
年
間
で
３
，

２
９
６
万
円
の
税
収
も
あ
り
、
雇
用
、

経
済
効
果
も
あ
る
の
で
町
の
利
益
に

繋
が
る
。

◆
町
益
を
１
番
に
考
え
柔
軟
に
対
応

す
る
こ
と
が
町
政
を
預
か
る
人
の
責

任
で
あ
り
、
議
会
の
責
任
で
は
あ
る
。

東
庁
舎
は
、
生
産
性
の
あ
る
場
所
と

し
て
活
用
す
る
こ
と
が
、
町
に
と
っ

て
町
益
に
つ
な
が
る
。

◆
頑
張
っ
て
い
く
企
業
を
入
れ
て
、

元
気
に
す
る
の
も
一
つ
の
案
だ
と
思

う
。
町
が
郡
市
の
中
心
と
な
る
た
め

に
も
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
。

　

９
回
の
委
員
会
審
議
の
結
果
、
討
議
・
採
決
を
経
て
６
対
７
で

「
不
採
択
と
す
べ
き
も
の
」
と
決
し
た
。

第
９
回　

特
別
委
員
会
（
７
月
24
日
）

特別委員会
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「東庁舎売却等の中止を求める請願」の
審議において不採決

　

７
月
24
日
の
特
別
委
員
会
の
結
果
を
久
保
田
委
員
長
が
報
告

し
、
請
願
に
対
し
て
賛
成
反
対
の
討
論
の
後
、
６
対
８
で
不
採
決

と
な
っ
た
。

請
願
第
2
号
（
平
成
26
年
度
）
東
庁
舎
売
却
等
の
中
止

を
求
め
る
請
願
に
つ
い
て

賛
成
の
主
な
も
の

◆
東
庁
舎
は
、
旧
免
田
町
の
社
会

体
育
の
拠
点
と
し
て
町
民
の
健
康

づ
く
り
の
シ
ン
ボ
ル
的
な
施
設
で

あ
っ
た
も
の
を
町
村
合
併
の
礎
と

し
て
提
供
さ
れ
た
地
域
財
産
で
あ

る
。
手
続
き
等
に
つ
い
て
、
地
域

住
民
へ
の
説
明
不
足
か
ら
合
意
形

成
が
は
か
ら
れ
て
い
な
い
。
売
却

等
に
関
し
て
は
、
競
争
入
札
が
基

本
で
あ
る
。
公
平
公
正
な
観
点
か

ら
も
地
域
住
民
の
理
解
を
得
る
必

要
が
あ
る
。
よ
っ
て
売
却
を
白
紙

に
す
べ
き
で
あ
る
。

◆
人
口
減
少
等
の
財
政
が
厳
し
い

所
で
あ
る
状
況
で
す
が
、
人
吉
球

磨
は
今
後
力
を
合
わ
せ
て
ひ
と
つ

の
地
域
と
し
て
や
っ
て
い
く
時
代

が
必
ず
く
る
と
思
っ
て
い
る
。
我

が
町
が
担
う
役
割
は
、
行
政
の
中

心
と
し
て
人
吉
球
磨
の
中
で
力
を

発
揮
し
て
い
く
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
て
お
り
、
東
庁
舎
跡
地
は
公

共
の
財
産
と
し
て
残
し
、
今
後
町

を
ど
の
よ
う
な
形
で
盛
り
上
げ
て

い
く
か
を
考
え
る
こ
と
が
必
要
だ

平
成
27
年
度
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
第
4
回
会
議
（
７
月
28
日
）

本 会 議

と
思
う
。

◆
地
方
自
治
法
第
２
３
８
条
の
4
、

行
政
財
産
は
売
却
す
る
こ
と
が
出

来
な
い
。
行
政
財
産
で
あ
る
東
庁

舎
を
売
却
す
る
と
し
た
3
月
3
日

の
県
庁
で
の
協
定
書
は
非
常
に
法

を
無
視
し
た
手
法
で
あ
る
。
協
定

書
を
交
わ
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
町

は
株
式
会
社
ナ
ビ
ッ
ク
に
強
い
発

言
力
を
与
え
た
こ

と
に
な
る
。

　

行
政
は
、法
律
・

条
令
に
も
と
づ
い

て
事
務
執
行
し
て

い
く
べ
き
だ
と
考

え
て
い
る
。

　

町
民
の
声
を
真

摯
に
受
け
と
め
る

べ
き
で
あ
り
、
無

視
し
た
や
り
方
で

は
町
づ
く
り
は
で

き
な
い
。
白
紙
に

戻
し
て
再
度
ナ

ビ
ッ
ク
社
と
協
議

し
深
田
に
進
出
を

お
願
い
す
る
べ
き

で
あ
る
。

◆
今
回
の
誘
致
に
あ
た
る
手
順
が

非
常
に
速
す
ぎ
て
住
民
説
明
が
で

き
て
い
な
い
。
な
ぜ
請
願
の
声
が

が
あ
が
っ
て
い
る
の
か
、
精
査
を

し
て
町
益
は
何
な
の
か
を
考
え
る

べ
き
で
あ
る
。
わ
ず
か
な
税
収
な

の
か
、
そ
れ
で
は
な
く
町
民
の
心

を
一
つ
に
ま
と
め
て
大
き
な
こ
と

を
な
し
て
い
く
の
が
町
益
で
は
な

い
の
か
と
思
っ
て
い
る
。
東
庁
舎

等
を
遊
休
資
産
と
し
て
片
づ
け
る

に
は
、
日
が
浅
い
と
思
っ
て
い
る
。

町
と
し
て
も
中
心
部
で
庁
舎
グ
ラ

ウ
ン
ド
等
の
隣
接
す
る
地
域
は
公

共
資
産
と
し
て
長
ら
く
保
持
す
る

こ
と
が
妥
当
だ
と
思
っ
て
い
る
。

反
対
の
主
な
も
の

◆
合
併
か
ら
12

年
、
合
併
特
例

法
の
優
遇
措
置

も
残
す
と
こ
ろ

3
年
で
終
了
し
、

財
源
も
税
収
の

伸
び
悩
み
等
で

厳
し
く
な
る
こ

と
が
予
想
さ
れ

る
。
少
子
高
齢
化

に
対
す
る
福
祉

の
充
実
を
図
る

た
め
に
は
相
応
の

財
源
が
必
要
と

な
る
。
雇
用
創

出
を
図
り
財
政

基
盤
の
安
定
を

構
築
し
て
い
く
こ

と
が
町
の
発
展
に
つ
な
が
る
。
請
願

者
の
声
を
軽
ん
じ
る
つ
も
り
は
毛
頭

あ
り
ま
せ
ん
が
、
雇
用
の
場
を
確
保

し
て
ほ
し
い
と
い
う
声
が
あ
り
、
町

民
の
共
有
の
財
産
で
あ
る
遊
休
施
設

の
財
源
確
保
が
町
益
に
つ
な
が
る
。

◆
ナ
ビ
ッ
ク
社
の
那
須
社
長
が
議

会
に
来
ら
れ
話
し
を
聞
い
た
り
、

建
設
経
済
委
員
長
、
特
別
委
員
会

の
正
副
委
員
長
、
役
場
の
担
当
職

員
で
話
題
に
な
っ
て
い
ま
し
た
旧

深
田
中
学
校
の
体
育
館
あ
る
い
は

グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
ど
う
で
す
か
、

駄
目
で
す
か
と
聞
き
ま
し
た
が
、

工
場
長
は
東
庁
舎
じ
ゃ
な
い
と
メ

リ
ッ
ト
が
な
い
と
断
言
さ
れ
ま
し

た
。
我
々
は
ニ
の
口
も
出
ま
せ
ん

で
し
た
。
あ
さ
ぎ
り
町
へ
の
移
転

が
断
念
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す

と
郡
内
あ
る
い
は
県
外
に
も
っ
て

い
か
れ
る
。
そ
う
い
う
こ
と
も
懸

念
さ
れ
ま
す
の
で
、
あ
さ
ぎ
り
町

と
し
て
は
喜
ん
で
東
庁
舎
を
使
っ

て
い
た
だ
き
た
い
と
思
う
。

◆
請
願
に
関
し
て
は
、
地
域
活
性

化
と
い
う
思
い
で
反
対
の
意
見
を

持
っ
て
い
る
。
こ
れ
か
ら
の
町
の

財
政
を
考
え
た
時
に
、
私
は
企
業

誘
致
を
進
め
る
べ
き
だ
と
思
う
。

非
常
時
の
避
難
場
所
は
免
田
地
区

に
は
、
免
田
小
学
校
、
生
涯
学
習

セ
ン
タ
ー
、
南
陵
高
校
等
が
あ
る

の
で
、
免
田
の
方
に
も
一
歩
前
に

進
ん
で
い
た
だ
い
て
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
思
う
。

賛成6・反対8
不採決

平成 27 年度　第 4 回会議　議案表決一覧表（抜粋）
議員名議案名 加賀山 橋本 久保 小出 森岡 徳永 豊永 山口 永井 皆越 小見田 奥田 田原 溝口 久保田

東庁舎売却等の中止を求める請
願について × ○ ○ × × × ○ − ○ × ○ × × ○ ×

− 欠席
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■
国
会
へ
の
要
望
活
動

　

平
成
27
年
8
月
19
日
衆
議
院
議
員

金
子
事
務
所
・
参
議
院
議
員
松
村
事

務
所
・
馬
場
事
務
所
と
表
敬
訪
問
し

要
望
書
を
提
出
後
詳
細
に
説
明
。
そ

の
後
、
地
元
国
会
議
員
選
出
の
代
議

士
と
2
班
に
分
か
れ
各
省
庁
へ
要
望

活
動
を
行
う
。
林
農
林
水
産
大
臣
と

の
面
談
も
大
臣
室
で
実
現
し
、
あ
さ

ぎ
り
町
16
名
議
員
と
の
固
い
握
手
。

中
山
間
地
等
直
接
支
払
・
多
面
的
機

能
支
払
交
付
金
事
業
支
払
い
に
つ
い

て
も
、
予
想
以
上
に
詳
し
く
、
問
題

点
を
把
握
さ
れ
て
お
ら
れ
る
の
に
は

感
服
致
し
ま
し
た
。

■
東
京
都
立
立
川
市
に
お
け
る
タ
ブ

レ
ッ
ト
端
末
活
用
の
導
入
経
緯
と
そ

の
背
景
に
つ
い
て
研
修

　

平
成
25
年
8
月
よ
り
議
会
運
営
委

員
会
協
議
会
に
於
い
て
、
本
会
議
・

委
員
会
で
の
電
子
機
器
使
用
に
つ
い

て
協
議
し
、
今
後
検
討
と
い
う
事
で

先
進
地
研
修
を
行
い
、
平
成
26
年
1

月
22
日
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
の
導
入
と
紙

の
資
料
等
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、

当
面
併
行
し
て
行
い
、
段
階
的
に
紙

の
削
減
を
進
め
て
い
く
事
を
確
認
し

導
入
。
効
果
と
し
て
市
民
に
デ
ー
タ

や
カ
ラ
ー
グ
ラ
フ
を
見
せ
な
が
ら
説

明
す
る
事
が
出
来
る
こ
と
や
、
各
種

情
報
提
供
に
要
す
る
時
間
が
短
縮
で

き
た
こ
と
等
。
課
題
と
し
て
、
今
後

さ
ら
に
紙
資
料
の
削
減
を
進
め
て
い

く
事
や
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
通
信

機
器
と
し
て
の
機
能
の
活
用
の
拡
大
、

会
議
に
お
け
る
パ
ソ
コ
ン
と
の
併
用

と
言
う
事
で
あ
っ
た
。

■
長
野
県
飯
綱
町
に
お
け
る
議
会
活

性
化
研
修

　

追
認
機
関
か
ら
の
脱
出
、
町
長
と

切
磋
琢
磨
し
町
行
政
発
展
に
向
け
、

質
疑
回
数
3
回
の
制
限
を
な
く
し
「
議

長
許
可
」
の
基
、
質
疑
回
数
を
自
由

と
し
、
町
長
に
も
反
問
権
を
認
め
て

い
る
。
又
議
会
の
政
策
提
言
活
動
を

重
視
し
「
政
策
サ
ポ
ー
タ
ー
制
度
」

を
新
設
し
て
議
会
活
動
へ
の
町
民
参

加
と
、
町
民
の
知
恵
を
借
り
て
、
政

策
作
り
を
共
同
で
進
め
て
い
る
。
ま

た
、
議
会
と
し
て
、
毎
年
12
月
ご
ろ

に
「
予
算
・
政
策
要
望
書
」
を
町
長

に
提
出
・
一
般
質
問
で
の
町
長
が
検

討
と
約
束
し
た
課
題
に
つ
い
て
は
、

半
年
ご
と
に
、
検
討
結
果
を
書
面
に

て
議
会
へ
報
告
。
終
わ
り
に
議
員
の

な
り
手
不
足
は
深
刻
。「
追
認
議
会
で

は
駄
目
。
町
と
議
会
が
し
の
ぎ
を
削

る
姿
が
議
会
へ
の
関
心
を
高
め
、
議

員
に
な
っ
て
み
よ
う
と
言
う
人
を
増

や
す
」
と
結
ば
れ
た
。

国 会 要 望 と 議 会 研 修

林農林水産大臣への要望活動

立川市議会タブレット端末活用研修

飯綱町での議会活性化研修
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生
ま
で
の
医
療
費
比
較
で
対
前
年
比
約

２
５
０
万
円
の
減
額
と
な
っ
て
い
る
。
同

じ
く
歯
科
医
療
に
関
し
て
、
フ
ッ
化
物
洗

口
事
業
は
、
平
成
26
年
度
か
ら
中
学
生
ま

で
を
対
象
に
実
施
し
て
お
り
、
こ
の
事
業

が
、
歯
科
医
療
費
の
削
減
、
ひ
い
て
は
子

供
の
健
康
に
も
つ
な
が
っ
て
い
る
事
が
伺

え
る
事
か
ら
、
今
後
も
積
極
的
に
進
め
て

い
た
だ
き
た
い
と
の
本
委
員
会
の
意
見
で

あ
っ
た
。

　
○
６
月
19
日
（
金
）

　

販
路
拡
大
強
化
事
業
、
西
原
商
会
の
農

業
参
入
に
つ
い
て
商
工
観
光
課
よ
り
説
明

を
受
け
る
。

○
６
月
15
日
（
木
）
か
ら
26
日
（
金
）

視
察
研
修

　

フ
ー
ド
バ
レ
ー
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
セ
ン

タ
ー
（
八
代
市
鏡
町
）、
西
原
商
会
福
岡

支
店
・
加
工
場
、「
道
の
駅
う
き
は
」（
福

岡
県
う
き
は
市
）

○
７
月
30
日
（
木
）

　

あ
さ
ぎ
り
薬
草
合
同
会
社
設
立
報
告
会

（
錦
町
役
場
会
議
室
）

○
8
月
28
日
（
金
）

農
林
振
興
課
所
管
調
査

　

有
機
セ
ン
タ
ー
視
察
。
農
業
支
援
セ
ン

タ
ー
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
説
明
を
受
け

る
。
又
、
林
業
活
性
化
協
議
会
と
の
意
見

交
換
会
も
行
う
。

　

会
計
課
の
基
金
管
理
及
遊
休
地
・
遊

休
施
設
及
空
家
調
査
を
実
施
し
た
。

○ 

6
月
29
日
（
月
）　

　

議
会
に
付
す
べ
き
契
約
及
財
産
処
分
に

関
す
る
条
例
に
つ
い
て
。

○ 

8
月
27
日
（
木
）

　

税
務
課
の
収
納
状
況
と
滞
納
整
理
の

概
要
・
企
画
財
政
課
か
ら
中
期
財
政
計

画
に
つ
い
て
。

　

委
員
会
の
意
見

=

資
料
館
の
整
備
拡

充
と
才
園
古
墳
周
辺
整
備
を
早
急
に
検

討
す
る
こ
と
。
又
、
空
き
屋
対
策
第
一

条
例
の
制
定
を
急
ぐ
こ
と
。

○
６
月
29
日
（
月
）

�

町
立
保
育
所
民
営
化
移
管
先
の
選
定
に

つ
い
て
の
調
査

　

こ
れ
ま
で
に
、
15
名
に
よ
る
選
定
委

員
会
を
９
回
開
催
さ
れ
て
お
り
、
本
委

員
会
と
し
て
は
、
選
定
委
員
会
の
結
果

を
尊
重
す
る
と
の
意
見
で
一
致
し
た
。

あ
お
ぞ
ら
幼
稚
園
か
ら
の
要
望
書
の
調
査

　

福
祉
課
か
ら
の
説
明
を
受
け
審
議
を

し
た
が
、
今
回
は
結
論
を
得
ら
れ
な
い

ま
ま
終
了
し
た
。

○
８
月
27
日
（
木
）

あ
お
ぞ
ら
幼
稚
園
か
ら
の
要
望
書
の
調
査

　

慎
重
審
議
の
結
果
、
委
員
会
と
し
て

は
「
不
採
用
」
と
し
た
。

子
供
医
療
費
助
成
事
業
に
つ
い
て
の
調
査

　

平
成
25
年
度
と
26
年
度
の
小
学
６
年

　

平
成
27
年
８
月
28
日
。
場
所
人
吉
球

磨
ク
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ
。
午
前
10
時
。
議

案
第
11
号
。
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）、
議
案

第
12
号
。
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
特

別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
１
号
）、
議
案
第
13
号
。
人
吉
球

磨
広
域
行
政
組
合
一
般
会
計
経
費
の
負

担
金
の
総
額
の
補
正
（
第
１
号
）、
議
案

第
14
号
、
人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
人

吉
球
磨
ふ
る
さ
と
市
町
村
圏
基
金
の
設

置
、
管
理
及
び
処
分
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い

て
い
ず
れ
も
原
案
の
通
り
可
決
、
決
定

し
た
。

　

平
成
27
年
第
４
回
定
例
会
は
、９
月

４
日
に
招
集
さ
れ
、会
期
１
日
で
開
催

さ
れ
た
。議
案
に
つ
い
て
は
、一
般
質
問

が
２
件
、議
案
３
件
、決
議
認
定
５
件
の

８
議
案
を
全
議
案
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
さ
れ
る
。平
成
26
年
度
決
算
に

つ
い
て
は
、病
院
事
業
、老
健
事
業
及
び

健
診
事
業
会
計
は
、残
念
な
が
ら
赤
字

決
算
と
な
る
。病
院
事
業
収
支
決
算
額
は

３
億
６
千
８
６
９
万
８
千
４
４
７
円
の

純
損
失
を
計
上
、老
健
事
業
収
支
決
算

額
は
６
千
１
１
７
万
１
７
１
円
の
純
利

益
を
計
上
、健
診
事
業
収
支
決
算
額
は

２
千
３
５
７
万
６
千
３
５
９
円
の
純
損
失

の
計
上
で
し
た
。

○ 

上
球
磨
消
防
組
合
庁
舎
建
設
と
西
分
署

に
つ
い
て

　

本
部
庁
舎
は
借
用
地
を
多
良
木
町
が
購

入
し
、
現
在
地
に
建
設
す
る
予
定
で
工
期

は
４
〜
５
年
と
思
わ
れ
る
。
西
分
署
に
つ

い
て
は
９
名
程
度
の
増
員
と
な
り
、
こ
れ

か
ら
の
救
急
需
要
、
人
口
動
態
、
財
政

面
、
ま
た
人
吉
下
球
磨
消
防
組
合
と
の
連

携
等
、
検
討
を
加
え
る
必
要
が
あ
る
。

○ 

6
月
17
日
（
水
）　

　

町
内
の
文
化
財
調
査
を
北
川
文
化
財
専

門
委
員
か
ら
説
明
を
受
け
調
査
し
た
。
町

内
に
は
１
５
１
の
有
形
・
無
形
の
文
化
財

が
あ
る
。

○ 

6
月
17
日
（
水
）

一
部
事
務
組
合
及
び
常
任
委
員
会
報
告

総
務
文
教
常
任
委
員
会

公
立
多
良
木
病
院
企
業
団
議
会

上
球
磨
消
防
組
合
議
会

人
吉
球
磨
広
域
行
政
組
合
議
会

建
設
経
済
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会
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町 民 声の

手話をコミュニケーションツールに

須恵（屯所）

遠山…幸穂

　最近のテレビニュースで、秋篠宮佳子さまが手話を交えながらス
ピーチされる様子が流れた。流暢で丁寧な仕草は超格好よかった。
　手話を言語として普及させるための動きが始まったのは意外にも近
年のことだ。以前は聾学校でも国の教育方針から口話法が主流になっ
た時期もあった。その後、口話法よりも手話の法が脳の活性化に有利
とする科学的根拠が示されると、１９９０年代に入ってから手話を導
入する聾学校が相次ぎ、２０００年代に一気に拡大していった。
　テレビでも手話を扱う番組やコーナーが増え、政府の記者発表や会
見では高官の横で手話通訳する姿が当たり前になっている。ただ、一
般的には関心度は高まっておらず、通訳者の育成が大きな課題となっ
ているのが現状だ。
　手話は言うまでもなく聴覚障害者と健聴者をつなぐコミュニケー
ションツール。各県単位で手話言語の条例化が相次いでいるなか、熊
本県では２０１１年に「障害のある人もない人も共に生きる熊本づく
り条例」が採択された。障害者の権利擁護を軸に環境整備が進められ
ているものの、それに正比例して手話が浸透しているかと言うと…。
　あさぎり町議会のせめて一般質問だけでも手話通訳が採り入れられる
と、議員活動への関心度、引いては政治への関心度も高まるに違いない。

免田（本町）

白木…美津子

　朝夕の肌寒さは、秋の気配を感じ昼間はまだまだ残暑がきびしく、
田んぼは、こがね色に輝き、稲刈りの真っ最中です。
　今年も異常気象により、長雨、台風、日照不足と全国で甚大な被害
をうけ、今だに避難生活をされ不自由で不安な毎日を過ごされている
様子がテレビで放送されています。心からお見舞い申し上げます。
　あさぎり町でも、ハウスが倒れたり、野菜や果物が収穫前に落ちた
り、被害が大きいようです。私達主婦にとっては、毎日の食事の材料
が高騰し頭を悩ましております。
　あさぎり駅前、ポッポー館周辺もきれいに整備され、バス停も新設
されて、通勤通学、お買い物にとても便利になりました。
　商工会青年部・女性部では、年間を通して駅前広場でいろんな催し
をして、あさぎり町の活性化に取り組んでいます。
　先日は、あさぎり夜市を行いダンス・雅太鼓・ラムネの早のみ、カ
レーのふるまい等、多くの方においでいただき喜んでもらいました。
11月末には、駅前一帯がイルミネーションで飾られ、楽しいイベント
が開催されます。皆様の御来場をお待ちしております。

私のひと言

編
集
後
記

　

五
月
の
大
型
連
休「
ゴ
ー
ル
デ
ン

ウ
ィ
ー
ク
」に
次
ぐ
、秋
の
大
型
連
休

「
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
」も
終
わ
り
ま

し
た
。
シ
ル
バ
ー
ウ
ィ
ー
ク
は
、
自

分
よ
り
も
目
上
の
人
を
敬
う
国
民
の

休
日
と
も
思
え
る
。
次
は
11
年
後
の

２
０
２
６
年
と
か
。
日
本
遺
産
へ
あ

さ
ぎ
り
町
か
ら
勝
福
寺
関
連
文
化
財
・

須
恵
阿
蘇
釈
迦
堂
・
山
上
八
幡
神
社
が

認
定
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
を
契
機
に

あ
さ
ぎ
り
町
を
全
国
ま
た
世
界
へ
町

民
一
体
と
な
っ
て
発
信
し
ま
し
ょ
う
。

（
皆
越
）

発
行
／
あ
さ
ぎ
り
町
議
会
　
編
集
／
議
会
広
報
調
査
特
別
委
員
会

〒
8
6
8
-0
4
2
2
　
熊
本
県
球
磨
郡
あ
さ
ぎ
り
町
上
北
1
8
5
5
番
地

TEL（
0
9
6
6
）4
7
-0
3
1
2・
FA
X（
0
9
6
6
）4
7
-0
2
6
5

 E-m
ail syoki-gikai@

tow
n.asagiri.lg.jp  印

刷
：
㈲
ソ
ー
ゴ
ー
グ
ラ
フ
ィ
ッ
ク
ス

あ
さ
ぎ
り
町
議
会
だ
よ
り
は

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
ご
覧
頂
け
ま
す
。

委
員
長
　
橋
　
本
　
　
　
誠

副
委
員
長
　
皆
　
越
　
て
る
子

委
　
　
員
　
久
保
田
　
久
　
男

奥
　
田
　
公
　
人

森
　
岡
　
　
　
勉

小
　
出
　
高
　
明

編
集
・
発
行
責
任
者

議
　
長
　
橋
　
爪
　
和
　
彦

広
報
調
査
特
別
委
員
会

多良木署の交通安全講話
を手話通訳する手話通訳
奉仕員
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